



















1．は じ め に
初級の日本語学習者が学ぶ状態述語文には，次の（1）好悪表現，（2）願望表現，（3）可能表現の
ように，対象格標示 ガと ヲ両方とも用いられるものがある．
（1） 私は太郎｛が /を｝好きだ． （好悪表現）
（2） 私はパソコン｛が /を｝買いたい． （願望表現）



















（1） 好悪表現 （2） 願望表現 （3） 可能表現
1．日本語初歩（1981） ガ ガ（ヲ） ガ
2．初級日本語（1994） ガ ガ（ヲ） ガ
3．みんなの日本語初級・（1998） ガ ヲ（ガ） ガ
4．初級日本語げんき・（1999） ガ ヲ（ガ） ガ（ヲ）
5．新文化初級日本語・（2000） ガ ガ ガ
6．新装版日本語初級・（2002） ガ ガ ガ
7．ICJ・（1971） ガ ガ ガ
8．JBP（1984）・（1990） ガ ヲ（ガ） ガ（ヲ）
9．IMJ（1987） ガ ガ ガ







2．先 行 研 究
2-1．統語的制約
可能表現における主語と対象格には，下記の（4）に示した 3通りのパターンがある3．
（4） a．［ニ ガ］格：［太郎に 英語が 話せる］こと
b．［ガ ガ］格：［太郎が 英語が 話せる］こと









（5）［太郎［太郎 英語 話す］ れる］























































（16） a．太郎 i は自分 i｛？？？が /を｝いつわれる男だ．










（17） a．試験の前に宿題｛を / ＊が｝してしまいたい．
b．お客さんが来る前におかし｛を / ＊が｝買っておきたい．













して知られている H&T（1980）では，下記の表 2のように 10の要因を挙げ， 他動性の仮説（tran-
sitivity hypothesis）としている5．例えば，“Jerry likes beer.”と“Jerry knocked Sam down.”のよ
うな文を比べると，後者の 殴り倒したという行為では，（19）の a. participants の他に，b.





本稿では，可能表現の対象格標示に関わる要因を，（19）の 動作主性の高さ（h. A high in po-
tency）と 被作用性の高さ（l. O totally affected）と捉え，主体の意図性を表す 有意志性（e.
volitionality：volitional / non-volitional），動 詞 の 特 徴 を 表 す 動 性（b. kinesis：action / non-










表 2 Hopper & Thompson（1980：252）
（19） HIGH LOW
a. Participants 2 or more participants, A and O 1 participant
b. Kinesis action non-action
c. Aspect telic atelic
d. Punctuality punctual non-punctual
e. Volitionality volitional non-volitional
f. Affirmation affirmative negative
g. Mode realis irrealis
h. Agency A high in potency A low in potency
i. Affectedness of O O totally affected O not affected






















































































































ば，“I am eating.”では動作，行為の終点（endpoint）が示されていないのに対し，“I ate it up.”
では完結性（telicity）を表すアスペクト的特徴から，他動性の高さを示している．また，被作用
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